
今月の表紙 認定こども園こどもの杜 ～発表会で元気に劇やダンスを披露しました～

まちの話題 まちづくりの功績に感謝を込めて 平成28年度功労者・善行者表彰式

温故知新

民生委員児童委員を５期１５年

共和 成田英子 さん

特 集 2016津別ウッドクラフト展最優秀作品＆優秀作品紹介
防災特集 冬の災害に備えて



愛林のまち・津別町の木工作品展「2016津別ウッドクラフト展」に、今

年も町内外から力作が寄せられました。その中から、審査会で選ばれた部

門別の最優秀作品と優秀作品をご紹介します。

※最優秀賞の３作品は、木材工芸館に展示されています（子どもの部の最

優秀作品は平成29年10月まで展示）。

問い合わせ先 産業振興課林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線260）

【講評】１枚の板を削り出して緩やか

な曲面を持つ木織り風に仕上げたこ

の皿は、メロンやマンゴーなどをよ

り高級に演出する逸品と言えるで

しょう。

【講評】６個の箱を重ねてボルトを通し、

シンプルな美しい小物入れにまとめら

れています。色違いの六面体を５個、

ランダムに組

み合わせた

取っ手がアク

セントになっ

ています。

〈小学５年生以上〉 〈小学４年生以下〉

【講評】一見、静かに見える森のなか

で力強くいとなまれている生命の

息吹が表

現されて

いる、パ

ワーあふ

れる作品

になって

います。

【講評】メッセージ情報と道具類を収め

られる便利な壁ですね。形や素材が異

なる部品を

バランスよ

く配置して

います。色

使いも上手

で、おしゃ

れです。

【講評】大好きなミニカーがいっぱい

収納できて、扉がロボットの腕とな

り、スロープとして利用できるなど、

優れた知恵

の結集に圧

倒される、

存在感あふ

れるたから

ばこです。

【
講
評
】
カ
レ
ン
ダ
ー
に
時
計
と
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
ま
で

付
い
て
い
ま
す
が
、
と
っ
て
も
か
わ

い
ら
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【講評】ボールで遊ぶオリジナル遊具を複

数配置した公園と、ゴルフとパチンコ

ゲームを組み合わせ

た新ゲームを組合せ

たアミューズメント

パークの提案は、津

別町にあったらいい

なぁ～の熱い想いが

伝わります。

【講評】清流に舞い散って流れるさ

くらの花びらをイメージした作品

群は、丁寧な手仕事でそれぞれ完成

度の高い

作品にま

とめられ

ています。

【
講
評
】
つ
ま
よ
う
じ
を
積
み
重
ね

て
一
輪
差
し
風
オ
ブ
ジ
ェ
を
造
形
す

る
と
い
う
、
究
極
の
遊
び
心
が
結
実

し
た
作
品
で
す
。
ゆ
っ
く
り
流
れ
る

時
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

大人の部 最優秀賞

「くだもの皿」

佛石 芳夫さん（津別町）

子どもシニアの部 最優秀賞

「階段小物入れ」

兼平 航志さん（津別町）

子どもジュニアの部 最優秀賞

「ぼくのたからばこ」

兼平 陽季さん（津別町）

子どもシニアの部 優秀賞

「森のコンサート」

廣田 健利さん（士別市）

子どもジュニアの部 優秀賞

「森の中の卓上便利カレンダー」

日下 一平さん（津別町）

大人の部 優秀賞

「一輪差しに？」

斉藤 洋司さん（北見市）

子どもシニアの部 優秀賞

「壁かけ収納」

兼平 大地さん（津別町）

子どもジュニアの部 優秀賞

「ボールこうえんゴルフじょう」

渡辺 郷さん（津別町）

大人の部 優秀賞

「組作品・春の風物詩」

中根 和弘さん（神奈川県山北町）

《
冬
の
災
害
に
備
え
て
》

近
年
、
冬
季
の
異
常
気
象
に
よ
り
近
隣
の
町

や
津
別
町
内
で
も
人
命
に
関
わ
る
被
害
や
事
故

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
決
し
て
他
人
事
だ
と
過

信
せ
ず
、
冬
の
災
害
へ
の
備
え
と
い
ざ
と
い
う

と
き
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

●
安
全
に
過
ご
す
た
め
の
備
え
と
準
備

・
気
象
情
報
に
注
意
し
て
、
暴
風
雪
が
予
想
さ

れ
る
と
き
は
外
出
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

電
気
を
使
わ
な
い
暖
房
器
具
な
ど
の
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
の
給
排
気
口
が
雪
で
ふ
さ
が

れ
な
い
よ
う
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
で
き
な
い
状
況
に
備
え
て
食
糧
や
飲
料

水
な
ど
を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
へ
の
積
雪
は
、
落
雪
に
よ
る
ケ
ガ
や
事

故
、
避
難
経
路
の
断
絶
な
ど
を
招
く
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
地
震
が
発
生

す
る
と
、
家
屋
倒
壊
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

屋
根
へ
の
積
雪
は
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
暴
風
雪
の
中
を
除
雪
車
両
や
緊
急
車
両
が
往

来
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
目
立
つ
服
装
で

あ
っ
て
も
非
常
に
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、

視
界
が
悪
い
と
き
の
外
出
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き

・
道
路
状
況
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
冬
期
間
は
天
気
の
急
変
で
車
が
立
ち
往
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
防
寒
着
、
長
靴
、

手
袋
、
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ヘ
ル
パ
ー
、
牽

引
ロ
ー
プ
な
ど
を
車
に
常
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
十
分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
万
一
に
備
え
て
飲
料
水
や
非
常
食
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
を
感
じ
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
最
寄
り
の

「
道
の
駅
」
や
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」

「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
な
ど
で
天
気
の
回
復

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

・
状
況
に
よ
っ
て
は
「
避
難
所
」
が
開
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更
な
る
天
候
の

悪
化
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
「
避
難
所
」
の

利
用
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
吹
雪
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
と
き

・
大
雪
や
吹
き
だ
ま
り
な
ど
に
よ
り
車
が
立
ち

往
生
し
た
時
は
、
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
（
短

縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
9
9
1
0
）
や
Ｊ
Ａ
Ｆ
な
ど

の
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
近
く
の
人
家
な
ど
に

救
助
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ

ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
車
が
目
立
つ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
避
難
で
き
る
場
所
や
救
助
を
求
め
ら
れ
る
人

家
が
な
い
場
合
は
、
消
防
（
1
1
9
番
）
や

警
察
（
1
1
0
番
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
エ
ン
ジ
ン
は
切
る
。
マ
フ
ラ
ー
が
雪
に
埋

ま
る
と
、
排
気
ガ
ス
の
逆
流
で
一
酸
化
炭

素
中
毒
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
や
む
を

得
ず
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
と
き
は
、
マ
フ

ラ
ー
の
周
り
を
こ
ま
め
に
除
雪
し
、
窓
を

少
し
開
け
て
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
車
を
置
い
て
避
難
す
る
と
き
は
、
除
雪
や
救

助
活
動
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
連
絡
先

を
書
い
た
メ
モ
な
ど
を
目
立
つ
と
こ
ろ
に
置

き
、
車
の
鍵
は
付
け
た
ま
ま
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
警
報
の
種
類

〈
暴
風
雪
警
報
〉

暴
風
雪
（
地
吹
雪
）
に
よ
っ
て
、
重
大
な
災

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
た

際
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
基
準
値

が
異
な
り
ま
す
が
、
平
均
風
速
が
お
お
む
ね
風

速

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
雪
を
伴
う
場
合
に
発

20
表
さ
れ
ま
す
。

〈
暴
風
雪
特
別
警
報
〉

数
十
年
に
一
度
の
強
さ
の
低
気
圧
に
よ
り
、

風
速
が

～

メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
暴
風

30

40

と
雪
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

〈
大
雪
特
別
警
報
〉

数
十
年
に
一
度
の
積
雪
が
あ
る
状
態
で
、
さ

ら
に
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る

場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ先 総務課庶務グループ 緯76－2151（内線208）

ൽඤൽႹૂ༭サͼト・ͼンフ΁ιーシοンダͼμル

北海道防災情報システム

北の道ナビ

道路交通情報センター

インフォメーション

ダイヤル

http://www.bousai-hokkaido.jp

http://northern-road.jp/navi/

北海道地方・札幌方面 緯050-3369-6601

北海道地方高速情報 緯050-3369-6760

北見方面 緯050-3369-6654

釧路方面 緯050-3369-6653

旭川方面 緯050-3369-6652

函館方面 緯050-3369-6651

携帯短縮ダイヤル（携帯電話・PHS専用）緯#8011

葛平成16年の大雪の様子



早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
を

除
雪
の
出
動
基
準
は
概
ね

唖
と
し
て
、
早
朝
３
時

10

こ
ろ
か
ら
出
動
し
ま
す
。
騒
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
や
め
て

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
へ
の
支
障
ば
か
り
で
は
な

く
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
絶

対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

故
障
な
ど
で
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
除
雪
車
や
ほ

か
の
車
に
分
か
る
よ
う
な
措
置
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
で
き
る
限
り
速
や
か
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
路
上
駐
車
」
は
法
律
で
禁
止
行
為
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
：
三
月
以

下
の
懲
役
、
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
）。

道
路
に
物
を
置
か
な
い
で

自
宅
や
車
庫
出
入
口
に
車
両
用
ス
ロ
ー
プ
台
や
看
板

用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
作
業
の

支
障
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

歩
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で

車
道
や
歩
道
に
出
さ
れ
た
雪
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
車
道
や
歩
道
に
雪
が
出
さ
れ
る
と
、

わ
だ
ち
が
生
じ
て
ハ
ン
ド
ル
が
取
ら
れ
た
り
、

歩
行
者
（
多
く
は
子
ど
も
や
お
年
寄
り
）
が

車
道
を
歩
か
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
危
険
な

事
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
「
道
路
へ
の
雪
出
し
」
は
法
律
で
禁
止
行
為

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
道
路
交
通
法
：
三
月
以
下

の
懲
役
、
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
）。

除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

除
雪
で
は
常
に
『
安
全
』
を
意
識
し
て
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
除
雪
車
は
音
も
大
き
く
、
後
方
な
ど
に

死
角
が
多
い
こ
と
か
ら
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
に
対
す
る
ご
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
排
雪
の
と
き
に
除
雪
車
に
向
っ
て
雪
を
出
す

こ
と
も
お
や
め
く
だ
さ
い
。
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
敷
地
内
、

ま
た
は
指
定
の
雪
捨
て
場
（
場
所
は
左
図
の
と
お
り
）

に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

除除雪作業にご理解とご協力除雪作業にご理解とご協力をを
お願いしまお願いしますす

町
で
は
皆
さ
ん
の
ご

町
で
は
皆
さ
ん
の
ご
意意

見
や
ご
要
望
を
念
頭
に

見
や
ご
要
望
を
念
頭
に
、、

安
全
で
迅
速
、
効
率
的

安
全
で
迅
速
、
効
率
的
なな

除
排
雪
を
行
っ
て
い
ま
す

除
排
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。。

し
か
し
、
行
政
だ
け

し
か
し
、
行
政
だ
け
のの

除
雪
に
は
作
業
に
限
界

除
雪
に
は
作
業
に
限
界
がが

あ
り
、
町
の
皆
さ
ん
一

あ
り
、
町
の
皆
さ
ん
一
人人

ひ
と
り
の
ご
理
解
と
地

ひ
と
り
の
ご
理
解
と
地
域域

ぐ
る
み
の
協
力
が
不
可

ぐ
る
み
の
協
力
が
不
可
欠欠

で
す
で
す
。。

い
よ
い
よ
除
雪
の
シ

い
よ
い
よ
除
雪
の
シ
ーー

ズ
ン
の
到
来
で
す
。
次

ズ
ン
の
到
来
で
す
。
次
のの

こ
と
に
つ
い
て
、
今
年

こ
と
に
つ
い
て
、
今
年
もも

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願願

い
し
ま
す

い
し
ま
す
。。

除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

●
国
道
に
関
す
る
こ
と

北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設
部
北
見
道
路
事
務
所

緯
0
1
5
7
室

室
2
2
8
1

36

●
道
道
に
関
す
る
こ
と

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
網
走
建
設
管
理
部
事
業
課

緯
0
1
5
2
室

室
0
7
4
2

41

●
町
道
に
関
す
る
こ
と

役
場
建
設
課

緯

室
2
1
5
1

76

除
雪
セ
ン
タ
ー

緯

室
2
7
3
9

76

雪 捨 て 場 案 内 図

町有車両を売払います
町では、次の車両２台の売払いを予定して

います。下記の要領で行いますので、購入を

ご希望される方は入札にご参加ください。

種 別：トヨタトヨエーストラック（平ボディ）

型 式：ＫＣ－ＢＵ２１２ 年 式：平成８年１２月

距 離：約１６７,０００娃 車 検：平成２８年１２月２３日まで

その他：木製アオリ、最大積載量２根、夏・冬タイヤあり

種 別：ニッサンＡＤバン（４ＷＤ、ディーゼル）

型 式：ＫＡ－ＶＳＮＹ１０ 年 式：平成８年３月

距 離：約１８５,０００娃 車 検：平成２７年７月３０日車検切れ

その他：左ミラー破損

《

売

払

い

す

る

車

両

》

物件番号陰

資源ごみ収集車

１台

物件番号隠

ニッサンADバン

１台

売払いの方法 一般競争入札

入札執行日時 平成２８年１２月１３日（火）午前９時

入札執行場所 津別町字幸町４１番地 林業研修会館 ２階集会室

売払い物件の縦覧 日時：平成２８年１２月７日（水） 午前９時～午後３時まで

場所：臼資源ごみ収集車は、津別町クリーンセンター（最上２４７番地）

渦ニッサンＡＤバンは、町営バス車庫（豊永２０番地１）

※縦覧を希望される方は、事前に住民企画課住民環境グループ（内線２１７）まで連絡ください。

その他

臼入札の用紙等は縦覧日以降にお渡ししますのでお申し出ください。

渦入札額は消費税等抜きの金額を記入してください。契約は落札金額に８％の消費税等を加算した額で締結します。

嘘売買契約の締結後は、速やかに代金を納入していただきます。

唄車両に書かれている文字やマークなどは、購入者において削除してください。

欝車両の移転等に関する手続き、車両運搬等は購入者が行ってください。

蔚入札に関しては入札実施要領により行います。

鰻詳しくは津別町ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

姥ご不明な点は右記までお問い合わせください。

＜問い合わせ先＞

津別町役場 緯７６－２１５１
資源ごみ収集車：住民企画課

住民環境グループ（内線２１７）

ニッサンＡＤバン：建設課

道路車両グループ（内線２５０）

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1（
内
線
2
4
1
）
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津
別
高
校
生
が
筑
波
大
学
高
大
連
携
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
6
に
参
加
し
ま
し
た
！まちなか再生

HP‐QRコード

《
津
別
高
校
生
が
筑
波
大
学
へ
》

筑
波
大
学
と
津
別
町
の
共
同
研
究
に

よ
る
「
ま
ち
な
か
再
生
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
夏
に
行
わ
れ
た
高
大
連
携

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
か
ら
観
客
投
票

に
て
選
ば
れ
た
津
別
高
校
生
１
グ
ル
ー

プ
が
、

月
５
日
筑
波
大
学
で
開
催
さ

11

れ
た
「
筑
波
大
学
高
大
連
携
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
～
高
校
生
に
よ
る
地
方
創
生
～
」

に
て
津
別
町
の
ま
ち
な
か
再
生
の
提
案

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

津
別
町
の
他
、
茨
城
県
の
高
校
生
が

出
席
し
て
お
り
、
津
別
高
校
生
は
昨
年

に
続
き
、
２
回
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
第
1
部
、
第
2
部
と
分

か
れ
て
発
表
が
行
わ
れ
、
津
別
高
校
の
生
徒
は「
G
r
o
w

i
n
津

別

L
i
v
e

i
n
津
別
～
津
別

に
住
む
人
を
津
別
で
育
て
る
～
」
と

題
し
て
、
夏
に
筑
波
の
学
生
と
ま
ち

あ
る
き
を
行
い
自
分
た
ち
で
考
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
提
案
を
発
表
い
た
し

ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
筑
波
大
学
学
生
に
案

内
い
た
だ
き
、
筑
波
大
学
内
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。



再
エ
ネ
町
民
講
座
の
開
催
内
容

町
民
講
座
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域
内

の
資
源
を
活
用
し
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
資
源
と
資
金
を
地
域
内
で
循
環
す
る
こ

と
に
よ
る
産
業
の
継
続
と
雇
用
の
拡
大
、
豊
か

な
地
域
社
会
を
作
り
出
す
施
策
に
つ
い
て
、
共

有
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
の
先
進
事
例
に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

終
了
後
は
、
講
演
内
容
に
つ
い
て
参
加
者
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

講
演

「
百
年
の
森
林
事
業
」
西
粟
倉
村

の
地
域
創
生
プ
ラ
ン
策
定
事
業

岡
山
県
西
粟
倉
（
に

し
あ
わ
く
ら
）
村

産
業
観
光
課
長

上
山

隆
浩

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》
1
9
6
0
年
生
ま
れ
、
同
村
出

身
。
2
0
0
8
年
４
月
現
職
。
西
粟
倉
村
内
の
地

域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
。「
百
年
の
森
林
構
想
」
の
推
進
や
「
環
境
モ
デ

ル
都
市
構
想
」「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
を

掲
げ
、
小
水
力
発
電
事
業
の
収
益
を
新
た
な
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
再
投

資
す
る
こ
と
で
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
地
域
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
と
魅
力
あ
る
中
山
間

地
の
将
来
像
を
提
示
し
た
い
と
考
え
、
実
現
に
向
け

力
を
注
い
で
い
る
。偐
通
称
・
ス
ー
パ
ー
公
務
員
做。

～
西
粟
倉
村
は
～

岡
山
県
の
最
北
東
端
に
位
置
し
、
兵
庫
県
、

鳥
取
県
と
境
を
接
す
る
。
人
口
1
5
0
5
人
、

高
齢
化
率

％
、
面
積

・

挨
で
、
約

％

35

57

95

95

が
山
林
、
そ
の
内
約

％
を
杉
や
檜
な
ど
の
人

85

工
林
が
占
め
て
い
る
。
森
林
を
活
用
し
て
、
低

炭
素
で
環
境
に
や
さ
し
く
、
魅
力
的
な
中
山
間

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

～
森
林
を
軸
と
し
た
地
域
活
性
化
の
試
み
の
背

景
～平

成

年
8
月
、
近
隣
地
域
と
の
合
併
協
議

16

会
を
住
民
投
票
の
結
果
に
基
づ
き
離
脱
、
そ
れ

以
来
、
村
面
積
の
大
半
を
占
め
る
森
林
を
軸
と

し
た
地
域
活
性
化
を
通
じ
て
、
小
規
模
自
治
体

と
し
て
の
生
き
残
り
を
模
索
し
て
き
た
。
平
成

年
に
環
境
モ
デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

25～
百
年
の
森
林
構
想
着
想
～

平
成

年
度
か
ら
樹
齢
百
年
の
美
し
い
森
林

20

に
囲
ま
れ
た
「
上
質
な
田
舎
」
を
つ
く
ろ
う
と
、

昭
和

年
頃
植
栽
さ
れ
、
そ
の
後
の
林
業
不
況

40

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
な
い
森
林
を
村
が
所
有

者
と
、「
長
期
施
業
管
理
に
関
す
る
契
約
」
を
結

び
、
森
林
を
預
か
っ
て
「
百
年
」
管
理
整
備
す

る
こ
と
と
し
た
。
契
約
者
6
9
1
人
、
面
積
1

3
4
7
佐
（
目
標
3
0
0
0
佐
）。

～
百
年
の
森
林
事
業
に
よ
る
活
性
化
～

適
正
な
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
木
材
の

安
定
供
給
が
可
能
と
な
り
、
所
有
者
・
村
・
森

林
組
合
が
施
業
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
概
要

図
に
あ
る
よ
う
な
森
林
管
理
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
木
材
加
工
流
通
事
業
、
地
域
熱
供
給
会
社

な
ど
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
関
わ
り
、
地
域
内
循

環
に
よ
る
活
性
化
が
図
ら
れ
た
。

～
木
材
の
活
用
シ
ス
テ
ム
構
築
～

間
伐
材
は
、
A
・
B
材
は
域
外
の
原
木
市
場
に

安
く
出
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
流
通
コ
ス
ト
の

削
減
、
需
要
に
合
わ
せ
た
販
売
が
可
能
と
な
り

地
域
内
の
製
材
工
場
へ
販
売
す
る
。
C
材
は
未

利
用
材
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
積
極
的

に
搬
出
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
価
値
を
見
出
し
た
。

～
未
利
用
材
搬
出
シ
ス
テ
ム
（
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
～

置
き
去
り
に
し
て
あ
る
間
伐
材
（
＝
オ
ニ
）

『
つ
べ
つ
の
森
林
』
が
も
た
ら
す

も

り

豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
！

平
成

年
3
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生
プ
ラ
ン
」
に

28

基
づ
き
、
津
別
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
を

検
討
す
る
「
第
１
回
町
民
講
座
」
を
、
9
月

日
（
火
）
に
津
別
町
林
業
研
修

20

会
館
集
会
室
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

43

▲再エネ町民講座の開催状況

ల
⃷
ٝ

町
民
講
座

を
村
落
エ
ナ
ジ
ー
㈱
が
指
定
し
た
収
集
場
所
ま

で
山
主
が
運
ん
で
く
る
と
、「
オ
ニ
券
」
で
運
搬

料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
「
オ
ニ
券
」
は
協
力
商
店
で
買
い
物
の
際
に

利
用
で
き
ま
す
。

～
地
域
お
こ
し
協
力
隊

名
活
動
～

24

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
百
年
の
森
林
構
想

に
夢
を
託
し
た
人
を
採
用
。
起
業
予
備
軍
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
は

社
、
雇
用
創
出
1
1
7
名
と
な
っ
て
い
る
。

13

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
進
行
）

顧
N
E
R
C
（
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
）
代
表
取
締
役
セ

ン
タ
ー
長
・
工
学
博
士

大
友

詔
雄

氏

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》
第
1
回
勉
強
会
で
ご
講
演
、
広
報

7
月
号
に
詳
細
掲
載
。

会
場
の
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
質
問
表
に

基
づ
き
、
大
友
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な

り
、
講
師
の
上
山
氏
、
J
E
M
A
I
壁
谷
氏
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
意
見
交
換
）
を
行
い
ま

し
た
。
主
な
質
問
は
、

臼
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
判
断
・
ア
イ
デ
ィ

ア
は
誰
が
発
案
し
、
進
め
て
い
る
か
。

渦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
住
宅
確
保
に
つ
い
て
。

嘘
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
活
用
し
て
い
る
主
な
要
因
は
。

唄
林
地
未
利
用
材
だ
け
の
燃
料
供
給
な
の
か
。

欝
上
質
な
田
舎
と
は
。

〈
上
山
課
長
の
答
え
〉

臼
起
業
で
成
功
し
た
講
師
に
提
案
し
て
頂
き
一

緒
に
も
ん
で
行
く
。
協
力
隊
は
4
年
後
の
独

立
に
向
け
て
準
備
す
る
。
行
政
は
出
な
い
。

村
長
決
裁
も
要
ら
な
い
。
3
年
間
は
国
か
ら

資
金
が
出
る
の
で
、
か
け
て
み
る
価
値
が
十

分
に
あ
る
。

渦
空
き
家
に
は
限
界
が
あ
り
、
現
在
は
ロ
ー
カ

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
家
を
建
て
、
村
が
購
入
し
、

管
理
し
て
も
ら
う
B
T
O
方
式
。

嘘
チ
ッ
プ
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
く
、
薪

は
薪
割
機
と
土
場
代
で
コ
ス
ト
は
５
０
０
万

円
位
で
始
め
ら
れ
る
。

唄
熱
供
給
関
係
で
未
利
用
材
（
間
伐
材
）
5
6

0
根
の
量
で
、
北
海
道
の
寒
冷
地
暖
房
の
使

用
と
は
桁
が
違
う
。
林
地
未
利
用
材
（
端
材
）

で
採
算
を
取
る
の
は
難
し
い
。

欝
都
会
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
地
域
と

し
て
生
き
て
い
く
と
い
う
意
見
。
環
境
・
安

全
・
レ
ジ
デ
ン
ス
を
担
保
さ
れ
な
が
ら
、
文
化

性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
。

と
、
丁
寧
に
回
答
い
た
だ
い
た
。

〈
J
E
M
A
I

壁
谷
氏
か
ら
の
意
見
〉

西
粟
倉
村
の
す
ご
さ
は
人
材
を
村
外
の
人
も

含
め
て
ど
ん
ど
ん
巻
き
込
み
、
だ
ま
さ
れ
な
い

目
利
き
の
方
が
地
元
を
理
解
し
た
結
果
に
あ
る
。

川
上
・
川
中
・
川
下
の
大
き
な
循
環
が
で
き
て

い
る
。

目
指
し
て
い
る
の
は
地
域
の
新
し
い
産
業
で

あ
り
、
既
存
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
更
な
る
発
展
を

し
て
い
く
自
覚
。
こ
こ
に
付
加
価
値
を
置
き
、

投
資
し
た
お
金
を
回
収
。
力
強
い
地
域
の
大
き

な
つ
な
が
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
つ
な
が
っ

た
。
と
、
現

場

か
ら
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
い
た
。

終
了
予
定
時

間
を
延
長
し
、

「
津
別
町
モ
デ
ル

地
域
創
生
プ
ラ

ン
」実
施
に
向
け

大
変
意
義
の
あ

る
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

問い合わせ先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－２１５１（内線３１８）

▲

上
山
課
長(

左)

と
壁
谷
氏(

右)



平
成

年
度
津
別
町
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

28

が
、
文
化
の
日
の

月
３
日
、
中
央
公
民
館
に
お

11

い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
功
労
者
（
社
会
福
祉
、
自
治
、
産

業
開
発
、
消
防
）
表
彰
を
７
氏
、
善
行
者
表
彰
を

１
氏
１
法
人
が
受
賞
。
佐
藤
多
一
町
長
か
ら
受
賞

者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
、
町
の
発
展
や
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

方
々
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

続
い
て
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
、
北
所
寿
志
雄

町
表
彰
審
議
委
員
会
委
員
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
茂
呂
竹
裕
子
さ
ん
（
自
治
功

労
者
）
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
功
績
に
感
謝
を
込
め
て

平
成

年
度
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式

28

恩
根
の
鹿
中
順
一
さ
ん
が
、
平
成

年
度
統
計
功
績
者
表
彰
（
統
計
調

２８査
員
表
彰
）
を
受
け
、

月
７
日
、

11

町
長
室
で
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

鹿
中
さ
ん
は
平
成

年
国
勢
調

２７

査
ま
で
、
９
回
に
わ
た
り
調
査
員
と

し
て
従
事
し
、
国
の
統
計
行
政
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

佐
藤
町
長
か
ら
表
彰
状
並
び
に

賞
品
の
銀
杯
を
手
渡
さ
れ
た
鹿
中

さ
ん
は
、
笑
顔
で
お
礼
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

国
勢
調
査
の
調
査
員
と
し
て
長
く
従
事

鹿
中
順
一
さ
ん
に
平
成

年
度
統
計
功
績
者
表
彰

２８

平
成

年
度
か
ら
３
年
間
、
国
民

２４

健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
、

国
保
事
業
の
充
実
強
化
に
優
れ
た
成

果
を
あ
げ
た
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
の
保
険
者
で
あ
る
津
別
町
が
、
今

年
度
道
内
の
保
険
者
で
唯
一
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

毎
年
度
、
国
保
税
の
高
い
収
納
率

を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
、

月

日
に
オ
ホ
ー
ツ

１１

１０

ク
総
合
振
興
局
社
会
福
祉
課
の
桑
原

主
幹
が
町
長
室
を
訪
れ
、
佐
藤
町
長

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
高
い
国
保
税
収
納
率
が
評
価
さ
れ
る

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
表
彰

▲前列左から成田英子さん、佐藤町長、茂呂竹裕子さん、柏葉孝雄さん、後

列左から丸玉産業珂津別工場長・松岡道雄さん、中村康彦さん、吉田敏一

さん、三瓶ふみ子さん、本間昌子さん（中田清美さんは都合により欠席）

津
別
町
青
少
年
海
外
研
修
派
遣
事
業
に
よ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
か
ら
帰
町
し
た
津
別
高

校
の
生
徒
（
い
ず
れ
も
２
年
生
）
が
、

月
1
日
、

11

町
長
ら
に
研
修
修
了
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

月

日
か
ら

日
ま
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

10

14

26

内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
高
校
通
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、「
多
民

族
国
家
で
明
る
く
大
ら
か
な
人
が
多
か
っ
た
」「
料

理
の
味
付
け
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
親
切
だ
っ
た
」、「
ど
の
家
に
も
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
広
い
庭
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
印
象
に

残
っ
た
事
が
ら
を

話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
の

生
徒
た
ち
と
一
緒

に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
汗
を
流

す
な
ど
、
若
者
ら

し
い
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
異
な
る
文
化
を
体
験

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
報
告

月
１
日
、
町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
サ

11
ロ
ン
活
動
の
仲
間
が
一
堂
に
会
す
る
「
サ
ロ
ン
交

流
会
」（
主
催

津
別
町
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議

会
）
が
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

豊
永
第
4
げ
ん
き
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
の
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
で
幕
を
開
け
た
交
流
会
で
は
、
続
い
て

津
別
版
ご
当
地
体
操
『
か
る
っ
ち
ゃ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
』

が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
役
場
職
員
に
よ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
に
運
動
指
導
士
の
石
川
朋
美
さ
ん
が
振

り
付
け
し
た
軽
快
な
体
操
は
、
今
後
各
サ
ロ
ン
で

運
動
不
足
解
消
や
健
康
増
進
に
役
立
て
ら
れ
る
予

定
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や

昼
食
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
各
地
区
の
サ
ロ
ン
紹
介
、

新
規
サ
ロ
ン
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ご
当
地
体
操
『
か
る
っ
ち
ゃ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
』
初
披
露

各
地
区
の
仲
間
が
集
い
サ
ロ
ン
交
流
会

焼
き
立
て
の
匂
い

だらけきった毎日を過ごしてきた自分
を変えていきます。様々な行事に積極
的に参加していきたいと思います。

中中村優中村優也也

は
じ
め
ま
し
て
。

月
に

１０

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

網
走
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き

た
中
村
と
申
し
ま
す
。

私
の
協
力
隊
と
し
て
の
役

割
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る

予
定
の
障
が
い
を
持
つ
方
を

対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
支
援
員
と
し
て
、
利
用

者
の
方
の
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
設
立
に
向
け
て
現
在
は
、

月
よ
り
就
労
継
続
支
援
Ｂ

１０型
と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ

た
、
津
別
町
に
あ
る
「
ク
レ

シ
ェ
」
と
い
う
パ
ン
屋
さ
ん
で

研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

私
が
、
津
別
町
へ
来
て
か

ら
約
１
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
１
ヵ
月
の
多
く
は
、「
ク

レ
シ
ェ
」
で
の
研
修
で
し
た
。

私
の
業
務
内
容
と
い
え
ば
、

利
用
者
の
方
と
一
緒
に
新
聞

配
達
を
行
っ
た
り
、
ま
か
な

い
を
作
っ
た
り
な
ど
で
す
。

最
近
で
は
、
２
階
で
の
事
務

作
業
が
増
え
た
の
で
す
が
１

階
か
ら
香
る
焼
き
立
て
の
パ

ン
の
匂
い
が
と
て
も
お
い
し

そ
う
で
い
つ
も
お
腹
を
空
か

せ
て
し
ま
い
ま
す
…
。

そ
ん
な
中
、
私
が
「
ク
レ

シ
ェ
」
で
最
初
に
食
べ
た
パ
ン

は
塩
パ
ン
で
し
た
。
塩
パ
ン

と
い
う
名
前
か
ら
、
私
は
そ

の
味
を
侮
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
食
べ
て
み

る
と
少
量
の
塩
と
バ
タ
ー
が

パ
ン
自
体
の
甘
さ
を
引
き
立

て
て
い
て
、
ま
た
食
べ
た
い

と
感
じ
さ
せ
る
味
で
し
た
。

初
め
て
の
記
事
だ
っ
た
た

め
、
自
己
紹
介
、
業
務
内
容
と

パ
ン
の
話
で
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
』
が
、

月
11

５
日
、
児
童
館
つ
べ
つ
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
の
「
こ
ど
も
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、
児
童

館
・
つ
べ
つ
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
な

わ
と
び
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
や
一
輪
車
、
ダ
ン
ス
な

ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
。
音
楽
愛
好

サ
ー
ク
ル
・
Ｒ
Ｅ
Ｃ
つ
べ
つ
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

も
行
わ
れ
、
手
づ
く
り
の
各
種
ゲ
ー
ム
や
工
作
な

ど
が
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
が
開
店

し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
し
て
い

る
ナ
カ
ム
ラ
・

タ
イ
チ
さ
ん
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー

が
開
演
し
、
パ

ン
ト
マ
イ
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
、
バ

ル
ー
ン
な
ど
多

彩
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
子
ど

も
た
ち
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
ス
テ
ー
ジ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催



『適度な運動とバランスのよい食事で、

適正体重の維持を』

ɡ普段から体重を量り、食事量に気をつけましょう。

ɡ普段から意識して身体を動かすようにしましょう。

ɡ無理な減量はやめましょう。

ɡ特に若年女性のやせ、高齢者の低栄養にも気をつけましょう。

体重をこまめに量り、体重の変化に早めに気づくことが大切です。体重だ

けでなく、健康状態にも留意しましょう。

普段から意識して身体を動かすことで、適正なエネルギー量を消費し、身

体機能や筋力の低下を防ぎつつ、必要な食事量を維持することも大切です。

１２月は忘年会などで外食する機会が増える月です。

食べすぎ、飲みすぎにはご注意を！

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
の
農
畜
産
課
畜
産
グ

ル
ー
プ
で
、
畜
産
業
務
に
関
す
る
事
務

を
担
当
し
て
い
る
近
藤
ひ
か
り
さ
ん
。

美
幌
高
等
学
校
生
産
環
境
科
学
科
を

卒
業
し
、
今
年
４
月
に
配
属
さ
れ
た
新

人
職
員
さ
ん
で
す
。

津
別
町
出
身
で
実
家
が
農
家
の
近

藤
さ
ん
は
、
身
近
な
存
在
だ
っ
た
J
A

の
仕
事
に
早
く
か
ら
関
心
を
持
ち
、
就

職
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
で

は
乳
牛
研
究
部
に
入
部
し
、
み
ん
な
で

世
話
を
し
た
牛
を
道
内
で
開
か
れ
る

共
進
会
へ
出
品
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

職
場
で
は
先
輩
や
上
司
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い

る
近
藤
さ
ん
。「
優
し
い
先
輩
ば
か
り

で
す
。
お
金
に
関
わ
る
伝
票
を
扱
う

こ
と
も
多
い
の
で
、
一
度
覚
え
た
こ
と

は
忘
れ
ず
、
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
」
と
、
意
気
込
み
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

休
日
は
友
人
と
卓
球
な
ど
で
体
を

動
か
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で

す
。

し
っ
か
り
仕
事
を
覚
え
て
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に

近
藤

ひ
か
り
さ
ん

こんどう ひかりさん／平成９年７月生まれ、ＪＡつ

べつ勤務

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜は長芋でした。

今月は、造血作用があるといわれる葉酸や鉄分も含まれ、特有の

香りは胃腸の働きを高め、胃もたれや胸やけを解消する効果がある

といわれる、この時期の鍋物によく入れる緑黄色野菜は？

食生活指針…韻
今年度最後の献血に

ご協力を
お願いいたします

問い合わせ先

保健福祉課健康医療グループ

緯７６－２１５１（内線2３1）

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

（
北
海
道
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

12/13（火）12/12（月）

役場
議事堂前

役場
議事堂前

9：30～
11：30

丸玉産業前
（達美工場）

役場
議事堂前

13：00～
15：00

津別高校前
ファッションハ

ウスいしばし前

15：30～
16：30

平
成

年

月
に
民
生
委
員
児
童

１３

１２

委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
以
来
、
こ
の

月
で
任
期
を
終
え
る
ま
で
、
５
期

11
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
充
実
の

１５た
め
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
成
田
英

子
さ
ん
。
長
年
、
町
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
平

成

年
度
津
別
町
功
労
表
彰
（
社
会

28
福
祉
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
、「
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
口
に

し
ま
す
。

５
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
美
幌
町

に
生
ま
れ
た
成
田
さ
ん
は
、
中
学
校

を
卒
業
す
る
と
美
幌
国
保
病
院
で
事

務
の
仕
事
を
し
な
が
ら
美
幌
高
等
学

校
の
定
時
制
に
通
い
ま
す
。
体
が
弱

か
っ
た
母
親
を
助
け
、
家
事
を
手
伝

い
な
が
ら
仕
事
と
学
業
を
続
け
た
努

力
家
で
し
た
。

昭
和

年
、

歳
の
と
き
に
縁

４３

２５

あ
っ
て
津
別
町
の
成
田
一
男
さ
ん
と

結
婚
。
以
来
、
３
人
の
お
子
さ
ん
を

育
て
、
義
父
母
の
身
の
回
り
の
世
話

を
す
る
な
ど
、
一
家
の
主
婦
と
し
て

家
庭
を
守
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
た
ち
も
一
人
立
ち
し
、

民
生
委
員
委
嘱
の
話
が
あ
っ
た
の
は
、

成
田
さ
ん
が

歳
の
と
き
で
し
た
。

５８

民
生
委
員
は
、
地
域
の
困
っ
て
い
る

人
や
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
か

ら
相
談
を
受
け
、
役
場
な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。

「
最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
、
会
議

に
出
る
だ
け
な
ら
と
い
う
つ
も
り
で

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
が
、
気
が
つ

け
ば
こ
ん
な
に
経
っ
て
し
ま
っ
て
」

と
、
当
時
を
振
り
返
る
成
田
さ
ん
。

先
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
あ
る
の
で
、

こ
ち
ら
か
ら
一
方
的
に
入
り
込
む
こ

と
は
控
え
ま
し
た
。
相
手
の
声
を
よ

く
聞
き
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
特
に

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
つ
い
て

は
細
や
か
な
対
応
を
心
が
け
た
そ
う

で
す
。

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
気
苦

労
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
仕
事
を

通
じ
て
人
間
関
係
も
広
が
る
な
ど
、

充
実
し
た

年
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し

１５

た
。

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
国
税
の
申

告
、
納
税
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

臼
電
子
証
明
書
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
【
※
】

及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
読
み
込

む
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
（
電
器
店

等
で
３
０
０
０
円
程
度
）
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

渦
開
始
届
出
書
を
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番

号
等
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
（
開
始
届
出

書
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
識
別
番
号

等
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
さ
れ
ま
す
）
。

嘘
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
初
期

登
録
、
そ
の
ま
ま
申
告
デ
ー
タ
を
作
成
し
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ
送
信
し
電
子
申
告
を
終
了

し
ま
す
。

詳
し
く
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
が
有
効
期
間
満
了
に
よ
り

失
効
し
て
い
る
場
合
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
（
無
料
）
を

申
請
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
税
電
子
申
告
納
税
シ
ス
テ

ム
・
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
）
の
ご
利
用
を

なりた えいこさん／昭和18年６月、美幌町生まれ／

73歳／共和在住

さ
ん

成
田

英
子

民
生
委
員
児
童
委
員
を

５
期

年
１５

【464】

〈ｅ‐Ｔａｘホームページ〉

http://www.e-tax.nta.go.jp

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）



借
金
の
問
題
、
家
庭
の
問
題
、

職
場
の
問
題
な
ど
、
生
活
上
様
々

な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
・

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相

談
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

開
催
日
時

月
８
日（
木
）

１２午
後
１
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

北
見
市
ま
ち
き
た
大
通
ビ
ル
５

階
催
事
場
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

パ
ラ
ボ
）

相

談

員

弁
護
士

予
約
受
付

月

日（
月
）～

月
５
日（
月
）

１１

２１

１２

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

（
先
着

名
）

１０

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
釧
路

緯
０
５
０
室
３
３
８
３
室
５
５

６
７

９
月
５
日
と

月
４
日
に
実
施

１０

し
た
３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

⃈
９
月
５
日
実
施
３
歳
児
健
診

原
田

凉
太
く
ん（
相
生
）

り
ょ
う
た

稲
冨

桜
菜
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

ら
な

前
田

穂
風
ち
ゃ
ん（
旭
町
）

ほ
の
か

髙
木

心
梛
ち
ゃ
ん（
緑
町
）

こ
こ
な

土
田

凛
星
ち
ゃ
ん（
共
和
）

り
せ

竹
中

宙
ち
ゃ
ん

（
活
汲
）

そ
ら

⃈

月
４
日
実
施
３
歳
児
健
診

１０田
中

利
之
介
く
ん（
活
汲
）

り
の
す
け

谷
本

赤
寧
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

あ
か
ね

増
田

大
地
く
ん（
共
和
）

だ
い
ち

西
岡

美
月
ち
ゃ
ん（
旭
町
）

み
つ
き

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
３
３
２
）

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方

に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た

共
済
契
約
者
及
び
被

共
済
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金

の
請
求
等
）
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
、
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お

い
て
速
や
か
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

支
部
ま
た
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
・
林
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部

緯

室
６
７
３
１
室
２
８
８
７

03

法
テ
ラ
ス
無
料
法
律
相
談

会
の
ご
案
内

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈林退共ホームページ〉

http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

安全で安心な年末を送り、希望に満ちた新年を迎

えるため、次のことに気をつけましょう。

◎振り込め詐欺の被害防止

「名義を貸して」「ATMで医療費を還付する」「携

帯電話を持ってＡＴＭへ」等と言われたら詐欺です。

◎女性の犯罪被害防止

夜間の一人歩きは極力避け、人通りが多くて明る

い道を通るようにしましょう。

◎空き巣狙いの被害防止

短時間の外出でも必ず鍵をかけましょう。

◎スリップ等による交通事故の防止

スリップ事故の原因となる急発進、急ブレーキなど、

急のつく運転はやめ、慎重な運転を心掛けましょう。

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

ɡɡɡ年末における犯罪や交通事故の
起きにくい社会づくりɡɡɡ

今
年
も
残
り
一
カ
月
と
な
り

ま
し
た
。

月
は
降
雪
に
よ
る

12

路
面
凍
結
、
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ

る
交
通
量
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
か
ら
、
交
通
事
故
が
多

い
月
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
年
末
と
い
え
ば
、

忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む
席
が

増
え
る
時
期
で
す
。
比
例
し
て
、

飲
酒
運
転
が
増
え
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
（
二
日
酔

い
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
法
律
に
違

反
す
る
だ
け
で
な
く
、
死
亡
事
故

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
危

険
な
行
為
で
す
。「
少
し
く
ら
い

の
お
酒
な
ら
…
」、「
少
し
の
距
離

だ
か
ら
…
」
と
い
っ
た
安
易
な
考

え
に
よ
り
、
被
害
者
の
命
を
奪
う
、

そ
の
家
族
の
人
生
を
一
瞬
で
変

え
て
し
ま
う
な
ど
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
。
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
禁
止
は

当
た
り
前
の
ル
ー
ル
で
す
！

住民企画課

住民環境

グループ

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

平
成

年
度
の
認
定
こ
ど
も
園

29

入
園
に
か
か
る
認
定
申
請
を
受
付

け
ま
す
。
入
所
希
望
の
方
は
、
次
の

受
付
場
所
よ
り
申
請
書
を
受
け
取

り
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

月

日
（
月
）
～

12

12

平
成

年
１
月

日
（
金
）

29

20

申
請
書
配
布
・
受
付
場
所

・
認
定
こ
ど
も
園

こ
ど
も
の
杜

7
時

分
～

時

30

19

・
役
場
福
祉
担
当
瓜
番
窓
口

８
時

分
～

時

分

30

17

15

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
７
）

76
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

12と
し
て
道
税
の
滞
納
整
理
を
強
化

し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

月
は
、
自
動
車
税
、
個
人
事

12
業
税
及
び
不
動
産
取
得
税
な
ど
の

道
税
全
て
に
つ
い
て
滞
納
整
理
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
給
与

や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
差
押
え
を

行
い
ま
す
。

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い

方
は
大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

納
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
き
が

簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
利

用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

緯
0
1
5
2
室

室
0
6
1
6

41

次
の
日
程
で
冬
季
町
民
ス
ポ
ー

ツ
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
幼
児
・
一

般
（
高
校
生
含
む
）
は
当
日
の
申
し

込
み
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
ス
ケ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

平
成

年
１
月

日
（
土
）

29

28

午
前
９
時
～
正
午

津
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

◎
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト

平
成

年
２
月
５
日
（
日
）

29

午
前
９
時
～
（
予
定
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
（
共
和
）

※
今
年
も
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト
当
日

に
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の

川
端
絵
美
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
中
で
す
。
学
校
を
通
じ

て
周
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
課

緯

室
２
７
１
３

76

厚
生
労
働
省
で
は
、
就
職
や
転

職
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
が
、
平

日
の
夜
間
と
土
日
に
相
談
で
き
る

電
話
・
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

『
お
し
ご
と
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
正
社
員
に
な
る
と
何

が
変
わ
る
の
？
」「
就
職

活
動
っ
て
何
か
ら
始
め

れ
ば
い
い
の
？
」
な
ど
気

軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

電
話
相
談

緯
０
１
２
０
室
９
８
７

室
７
５
４

（
平
日

午
後
5
時
～

午
後

時
／
土
日
・
祝

10

日

午
前

時
～
午
後

１０

5
時
）

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
利
用
し
た
架
空
請
求

産業振興課
商工観光
グループ
緯76－2151
（内線258）

携
帯
電
話
に
着
信
が
あ
り
、
か

け
直
す
と
「
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
に

登
録
し
た
料
金
が
滞
納
し
て
い
る
。

支
払
わ
な
け
れ
ば
民
事
訴
訟
を
起

こ
す
」
と
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
流
れ
た
。「
料
金
を
知
り

た
い
方
は
１
を
、
心
当
た
り

の
な
い
方
は
２
を
」
と
言
わ

れ
「
２
」
を
押
し
た
と
こ
ろ
、

電
話
が
繋
が
り
い
き
な
り
名

前
を
聞
か
れ
た
。
電
話
の
内

容
に
心
当
た
り
は
な
い
。
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
。

相
手
は
名
前
や
住
所
な
ど
新
た

な
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
、
今
度

は
別
の
手
口
で
お
金
を
請
求
し
て

く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
非
通
知

や
見
知
ら
ぬ
番
号
に
出
た
り
、
か

け
直
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。「
訴
訟
を
起
こ
す
」
と
言

わ
れ
不
安
に
な
っ
て
も
決
し

て
金
銭
の
要
求
に
応
じ
ず
無

視
し
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も

疑
問
に
感
じ
た
場
合
は
、
家

族
や
周
囲
の
人
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

※

月

日
～
１
月
５
日
休
業

１２

３１

A Q

平成27年4月より、生活困窮者への支

援制度が始まり、生活の困りごとや不安

を抱えている場合に、どうしたら解決で

きるか、一緒に考え自立に向けた支援・相

談を行っています。

ひとりで悩まないで、遠慮なくお電話

ください。

出張相談会開催日

12月13日（火）午前11時～正午

相談会会場 林業研修会館図書室（役場裏）

実施形態 事前予約制

※12月12日午後5時までの電話予約

実施者・問い合わせ・予約先

オホーツク相談センターふくろう

緯0157－25－3110

メール(24時間)shitsumon@oshigoto.mhlw.go.jp

ホームページ http://oshigoto.mhlw.go.jp

１２月は

「町道民税」「介護保険料」第４期、
「国民健康保険税」
「後期高齢者医療保険料」第７期

の納付月です。

納付期限は１２月２6日（月）です。
※口座振替をご利用の方は、引落口座の残高の

ご確認をお願いいたします。

月
は
道
税
の
滞
納
整
理

12強
化
月
間
で
す

認
定
こ
ど
も
園
入
園
に
必
要

な
認
定
申
請
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津別町の健全化判断比率と資金不足比率

１．実質赤字比率 町の一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

２．連結実質赤字比率 町の全ての会計の黒字や赤字を合計して、町全体の会計の赤字の程度を指標化したもの。

３．実質公債費比率 町のその年の借金返済額もしくは借金に準ずるものの支払額を合計して、一般会計の負坦の程度を指標

化したもの。

４．将来負担比率 一般会計の借金残高や特別会計等の借入金残高に対する今後の一般会計の負担見込額などを合計して、

将来負担する可能性のある額の大きさを指標化したもの。

５．資金不足比率 公営企業（上水道事業等）の資金不足を、料金収入の規模と比較して指標化したもの。

■津別町の平成27年度決算における健全化判断比率および資金不足比率は、いずれも基準を下回っています。しかし、 依然

として財政状況は厳しく、町としてもより一層の健全化に向けた財政運営を行っていくこととしています。

問い合わせ先 住民企画課財政グループ 緯76－2151（内線311）

健全化判断比率の４指標と資金不足比率が表しているもの

平成27年度決算に基づき算定した健全化判断比率と資金不足比率は下表のとおりで、すべて基準を下回りました。

健全化判断比率の状況（平成27年度）
資金不足比率の状況（平成27年度）

■募 集 期 間 平成２８年１２月１日（木）～平成２８年１２月２９日（木）

■対 象 事 業 □人づくり活動支援事業…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（ 限度額：国内８万円、国外20万円）

□まちづくり活動支援事業…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動

を行う事業（過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました）

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円 下限額：５万円）

※補助対象外経費でも審査委員会で認められたものについては対象経費となります。

■事業の承認 申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プ

レゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、ま

ちづくりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

申請及び問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線241）

参考（平成２８年度に採択された事業）

《人づくり事業》 商工会女性部東北地域復興視察研修 《まちづくり事業》ものそと研究所活動プロジェクト2016、

「森林セラピー基地“ノンノの森”」活性化事業、発達凸凹っ子のためのコンディショニング講座、津別野外音楽祭2016、

AioiArtCommunityClubリノベーションワークショップvol.1、2016秋と冬 馬そりイベントin相生

平成2Ĺ年度

ల３ٝ

平成27年度財政健全化判断比率及び資金不足比率の公表について
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、毎年度「健全化判断比率」及び「資金不

足比率」を算定し、監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告するとともに、これ

らの比率を公表することが義務付けられています。公表する比率は、「健全化判断比率」の「1.実質赤字比率」、「2.連

結実質赤字比率」、「3.実質公債費比率」、「4.将来負担比率」の4つの指標と「5.資金不足比率」です。

公表する内容

メンバーと町民の方々と

の交流を深め、and

を知ってもらうこと

を目的に、オリジナル石鹸づく

りを開催。１３人の方が参加し

てくださり、ワイワイとおしゃ

べりをしながらハーブが香るステキな石鹸を作りました。

メンバー間の

交流を目的に、

みんなでお弁当

を持って山を登

りました。景色

や紅葉を楽しみながら会話も弾みリ

フレッシュもできました！

メンバー間の交流

を目的に制作を開始。

７月から約１ヶ月間、

場所をお借りして毎

日試行錯誤しながら

作業して完成！七夕

まつりでお披露目しました。

問い合わせ先 津別消防署 緯76－2189

全࣭ൡ֚標ࢊ

12月22日から12月31日までの10日間

あわただしい年の瀬が近づいています。火災を

無くすため、お出かけ前やおやすみ前には火の元の

確認をお願いします。

問い合わせ先

自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 緯0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

※推薦枠の応募には中学校長等の推薦が必要です。

試験期日(1次)受付期間応募資格募集種目

臼12月17日(土)

18日(日)

渦平成29年

1月16日(月)～

18日(水)の内1日

年間を通

じて行っ

ています。

18歳以上

27歳未満

自衛官候補生

（男子）

平成29年

1月7日(土)～

9日(月・祝)のい

ずれか1日を指定

～12月4日

(金)

17歳未満

の中卒(見

込含)男子

※

推

薦高等工科

学校生徒

平成29年

1月21日(土)

～平成29年

1月6日(金)

17歳未満

の中卒(見

込含)男子

一

般

໹଼ˎ̝ ාഽೋ༆಴୒ාڰ൲ίυΐͿ·Π『˽̊̀』ڰ൲༭࣬ ŏŰįĲ
年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 緯76－2713

＊４月～毎月定例会の開催 ＊８月６日（土） 七夕まつりに行灯を出展

＊１０月１０日（月・祝） 藻琴山登山 ＊１０月２３日（日） 石鹸づくり

毎月、メンバーが集まり、顔と顔を合わせて話し合

い、津別で何か面白いことができないか、奮闘してい

ます。

『消しましょう

その火その時

その場所で』

広報車による町内啓発広報１２月２２日～３１日歳末火災防止運動期間

午後７時００分１２月２６日～３０日サイレン吹鳴

消防団員による町内巡視
午後８時～午後１０時

１２月２６日～３０日歳末特別警戒運動期間

ストーブのそばに

干し物厳禁！

ガスコンロ使用中その

場を離れるのは厳禁！

燃料の入れ間違え

厳禁！



問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 緯76－2713

利用期間 平成29年１月７日～３月上旬

※気象状況により変更になる場合があります。

▼利用時間（リフト運行時間）

おࡽいોり合いȂڢしく利用し͘し̠͡Ȋ

※スキー連盟などの夜間事業が行われる日は、

午後９時まで運行します。

（利用者の方は時間厳守願います）

日 時 12月18日（日）10：00～11：30

場 所 中央公民館

定 員 先着20名（子供から大人までどなたでも）

※汚れてもいい服装で来てください。

参加費 1,000円（筆など材料費）※当日徴収

申し込み・問い合わせ先 ※１２月１４日（水）までに

中央公民館内生涯学習課社会教育G 緯76－2713

対象者 1996（平成８）年４月２日生まれ～

1997（平成９）年４月１日生まれの方

日 時 平成29年１月８日（日）※成人の日の前日

受 付 午後１時～ 開 式 午後１時30分

場 所 津別町中央公民館 講堂

申込み 案内状が届いていない方で、参加を希望され

る方は12月９日(金)までに中央公民館生涯学

習課へお申し込みください。

問い合わせ先 中央公民館生涯学習課 緯76－2713

法務省の人権擁護機関では、さまざまな人権に関

するお悩みについて、電話で相談に応じています。差

別、いじめ、嫌がらせなど人権に関する問題でお困り

の方はご利用ください。

みんなの人権110番 緯0570－003－110
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

子どもの人権110番 緯0120－007－110
ぜろぜろななのひゃくとおばん

女性の人権ホットライン 緯0570－070－810
ゼロナナゼロのハートライン

月曜日から金曜日（年末年始・祝日を除く）の午前

８時30分から午後５時15分まで。

※面接による相談もお受けしております。

釧路地方法務局・釧路人権擁護委員連合会

人権困りごとなんでも相談
ご 利 用 く だ さ い

木工教室を下記のとおり開催します。ぜひ参加く

ださい。

◎大人木工教室

製作する作品 「スツール」

と き 12月18日（日）

午前9時～正午（予定）

ところ 木工体験工房

（つべつ木材工芸館横）

対 象 高校生以上の大人

定 員 20人（定員になり次第締め切ります）

参加費 1人5,050円（保険料込み）当日持参ください。

◎親子木工教室

製作する作品 「スツール（なんでもBOX）」

と き 平成29年1月9日（月） 成人の日

午前9時～正午（予定）

ところ 木工体験工房

（つべつ木材工芸館横）

対 象 ・中学生以下の子供と

その親

・高校生以上の大人

定 員 20組（定員になり次第

締め切ります）

参加費 1組2,550円（保険料込み）当日持参ください。

《両木工教室の申込先・詳細》

木材工芸館、木工体験工房管理受託者

（株）山上木工 0152－76－4934

教育委員会主催事業【社会教育講座】

アート書道
お手本を見てきれいに書くことだけで
はなく、個性を出しながら自分を表現してみませんか？

*講師* 藤田書道教室 藤田こずえさん（豊永在住）

「
ス
ツ
ー
ル
」
イ
メ
ー
ジ

「
な
ん
で
も
B
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X
」
イ
メ
ー
ジ

▼厚生年金等を喪失した方へ
会社を退職された方は、厚生年金等

の加入資格がなくなります。

そのため次のとおり資格の変更手続

が必要となります。

○本人（60歳未満）

現在２号（厚生年金等）⇒１号（国民

年金）被保険者に変更です。

○扶養配偶者（60歳未満）

現在３号被保険者⇒１号被保険者に

種別変更です。

▼必ず届出をしてください
手続きに必要な書類は次のとおりです。

臼退職年月日がわかるもの（離職票等）

渦年金手帳 嘘印鑑

これらを持参し、役場戸籍年金担当の

窓口または北見年金事務所に届出をし

てください。

国民年金保険料の免除申請をされる

方は、離職票または雇用保険受給資格者

証等が必要になります。

この届出がされないと将来の年金受

給資格を失う場合もあります。忘れず

に届出をしてください。

公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下（※1）で

あり、かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の対象とな

る場合において、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額

が20万円以下であるときは、所得税及び復興特別所得税の

確定申告は必要ありません。

ɡこの場合であっても、所得税及び復興特別所得税の還付を受

けるためには、確定申告をする必要があります。

ɡ確定申告書には、マイナンバーの記載が必要になります。

マイナンバーを記載した申告書等を提出する際は、マイナン

バーカードなどの本人確認書類を提示するか、その写しを申

告書等に添付する必要があります。

ɡ確定申告書の作成に当たっては、復興特別所得税の記入を忘

れずにお願いします。

ɡ国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利

用いただければ、画面の案内に従って金額等を入力すること

により、税額などが自動的に計算され、計算誤りのない申告

書を作成することができますので、是非ご利用ください。

ɡ公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が

20万円以下で所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な

い場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

住民税に関する詳しいことはお住まいの市区町村にお尋ねく

ださい。

※1 複数から受給されている場合は、その合計額です。

《税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス www.nta.go.jp》

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223
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12月30日～１月４日

公的年金等を受給されている方へ
《 国 税 庁 から の お 知ら せ 》


